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研究分野：人文学Ｂ 

科研費の分科・細目：日本史 

キーワード：史料学、旧満洲国、偽満、档案館資料 

 
１．研究計画の概要 
(1)日中連携による中国東北地方諸都市档案
館日本関係史料調査プロジェクトチーム(天
津・南開大学日本研究院及び長春・東北師範
大学日本研究センター等)の構築 
(2)に、旧満洲国統治時期及び日本が関係し
た諸項目（特に、統治関係及び開拓団関係、
農業政策など）に着目しつつ調査を実施する。 
(3)中国東北地方諸都市档案館所蔵・保管日
本関係史料へのアプローチ方法の模索 
(4)諸档案館所蔵・保管形態の調査(目録等の
有無・閲覧環境・史料蒐集の可能性など) 
 
２．研究の進捗状況 
(1)2008 年度 
当初計画通り、中国側の共同研究グループの
構築、予備調査の実施、本格的調査の準備を
行った。 
① 天津・南開大学日本研究院に共同研究プ
ロジェクトグループを構築した。 

② 長春・東北師範大学外国語学院・歴史文
化学院・日本研究センターの関係研究者
による共同研究グループを構築した。 

③ 天津市档案館、吉林省档案館などへのア
タック方法などを検討した。 

 
(2)2009 年度 
旧満洲国首都であった長春市を中心に、日本
との関係が深い地域の档案館調査を実施。 
①! 天津市档案館所蔵日本関係史料調査を実
施した。 

②! 吉林省档案館所蔵日本関係史料調査を実
施した。所蔵史料目録等の閲覧、1932 年
以前（満洲国建国以前）の日本関係史料
の閲覧・調査を実施した。 

③! 大連市档案館史料調査を実施（日本関係
史料目録の所在確認及び目録閲覧・史料
閲覧方法などの情報入手） 

④! 大連市旅順区档案館調査を実施。 
 
(３)2010 年度 
日清・日露戦争等日本との関係が深い地域で
の調査を重点的に実施する計画を実施する
が、日中間の政治状況・外交状況の悪化によ
る影響を大きく被る。 
① 遼寧省档案館所蔵日本関係史料調査を実
施した。但し、一部史料閲覧など拒否さ
れる。 

② 吉林省档案館への再度アタック実施（史
料目録の閲覧を拒否される事態に遭遇）。
長春市档案館へのアプローチ（中国側研
究者による事情説明と档案館局長への折
衝の結果、史料目録の閲覧等が実現）実
施。 

③  通化市档案館（満洲国崩壊時点にける
拠点）へのアプローチ（史料の有無等の
情報提供を拒否される）を実施した。 

 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
 
［問題点］ 
旧満洲国・偽満に対する強固なガードの存在
があり、史料閲覧から複写への作業は困難を
極めている。 
 
・旧満洲国に関連する事項は、中国側にとっ
て、トップ機密扱いの文書が多い（漢奸に連
なる史料も多い）ため、閲覧を拒否される事
態に度々遭遇した。 
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・旧満洲国国務院禁煙部関係史料（阿片関係
史料）の存在（天津市档案館で確認）などが
ネックになっている。 
 
・中国側共同研究グループの研究者が、「日
本関係档案に接触すると逮捕される」事態を
恐れる状況が惹起し、中国側からのアプロー
チが進まない状況が生じている。 
 
・2010 年の尖閣列島中国漁船衝突事件以降、
非常に中国側の対応が劣悪になり、日本人研
究者が単独での調査は不可能になった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
2011 年度については、積極的に中国側共同研
究グループを前面にした調査を実施する計
画に調査計画を修正する。 
 
・当初計画通り、黒竜江省档案館及びハルピ
ン市档案館の調査を実施する予定。 
・吉林省档案館及び長春市档案館の調査につ
いては、東北師範大学外国語学院所属共同研
究者が主体的に実施の予定。 
・最終年度であるため、日本側研究者及び中
国側共同研究グループが連携して、４年間の
調査で得た知見や実態を報告書にまとめる
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計１件） 
温 娟（南開大学共同研究グループリーダー）・水本浩
典「天津市档案館所蔵日本関係史料調査に関する基
礎的研究」『人間文化』30 号掲載予定（2011 年９月
刊行予定，2011年３月30日受理、査読有） 
〔学会発表〕（計１件） 
水本浩典「中国東北地方（旧満洲国地域）の
档案館調査の難しさ」（第４回神戸学院大学
人文学会、2010 年 10 月 2日、神戸学院大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


